
県立四季の森公園 自然観察会 ６月     

ＮＰＯ法人四季の森里山研究会  

担当 武川俊二・武田隆治＋北村 多津一・時田 愉季子 

今月のテーマは「ホウの花を見る」 

 

ホウノキ モクレン科。落葉高木。大きな葉っぱが特徴。 

     5-6 月に径 20cm ほどの乳白色大きい杯形の花をつける。葉は、枝先に集まって

つく。朴葉味噌、朴葉焼き、チマキ（木曾地方）など 

     材はブナ、サクラ、カツラ、シナなどに見られる散孔材で、心材は灰緑色、均

質・緻密、やや軽軟で狂いが少ない。器具、建築装飾材、機械、家具、建具な

どに用いられる。 

道管の分布が無差別に散在している材。 

 

環孔材 （かんこうざい）道管の分布が、年輪に沿って環状に配列しているもの。木目がはっ

きり表れる。ケヤキ、ナラ、キリ、センなどに見られる。 

放射孔材 （ほうしゃこうざい）道管の分布が、樹心を中心に放射状（半径方向）に配列して

いるもの。カシなどに見られる。 

ホウノキの花 

梅雨時の森の味わい方 

スギ・ヒノキ林を歩いてみると 

   森林浴を楽しんでみる。 

        フィトンチッドって何？ 

   やすらぎを感じる森を歩く 

        森からもらう心の安定効果 
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